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教育学研究科 科目登録上の注意（博士後期課程） 

科目登録にあたっては研究科要項「履修方法」の項を熟読し、登録ミス等のないよう十分に注意してください。 

 

１. 研究指導と演習の履修方法 

＜2022年度以降入学者＞ 

毎年度、指導教員の担当する研究指導および演習科目を履修してください。 

研究指導および演習科目は、毎年度春学期の1次科目登録期間までに教育学研究科事務所で自動登録しま

す。 

 

＜2021年度以前入学者＞ 

研究指導および演習科目４単位（同一教員の演習Ａ（２単位）・演習Ｂ（２単位））を次のように履修してください。 

第１年度 指導教員の行う「研究指導」および指導教員の指定する指導教員の担当する演習科目以外の「演

習科目」 

演習の４単位は入学した年度に履修するようにしてください。 

  第２年度 指導教員の行う「研究指導」 

  第３年度 指導教員の行う「研究指導」 

演習科目は、指導教員と相談のうえ、指導教員が指定する「指導教員の担当する演習科目以外の演習科目」

を科目登録期間に履修申請してください。また履修する演習科目の担当教員の了承を得てください。 

研究指導は、毎年度春学期の1次科目登録期間までに教育学研究科事務所で自動登録します。決定 

２. 科目登録の手順 

1. 科目登録届を教育学研究科 HPよりダウンロードしてください。 

2. 申請する科目情報を科目登録届に記入した上で指導教員と相談し、指導教員の確認承認サインをも

らうこと。（科目登録届は提出の必要はありません。） 

3. 所定期間に Web科目登録にて申請してください 

・ 対象科目は、教育学研究科設置科目だけでなく、他研究科設置科目を含めた全ての登録希望

科目です。教育学研究科設置科目は、秋学期開講科目も春学期に申請してください。 

・ 設置箇所や科目により科目登録期間が異なりますので注意してください 

・ 指導教員のサインが記入された科目登録届は、各自で保管してください。事務所への提出は必

要ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業内容の確認等はWebシラバスを参照してください。紙媒体では発行しておりませんのでご注意ください。

URLは下記の通りです。 

   https://www.wsl.waseda.jp/syllabus/JAA101.php 

 

新入生は「初期 WasedaID」「初期パスワード」を必ず確認してください 
「初期 WasedaID」「初期パスワード」は入学後の科目登録やメールアドレス取得に必要となります。新入生は

WEB 入学手続きシステム上で確認を忘れないようにしてください。 

 

Web科目登録は、取得した ID・パスワードでMyWaseda「★成績照会・科目登録専用メニュー」にログインする

ことからはじまります。科目登録間際に慌てることのないよう、余裕を持って ID を取得してください。 

他研究科設置科目等は、科目登録期間が異なる場合がありますので、十分に確認のうえ科目登

録を行ってください。期間外の申請は一切受付できません。 
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３. 科目登録等日程 

教育学研究科ホームページご確認ください。 

４. その他 

⚫ 教育学研究科設置科目（インターンシップ科目） 

教師をめざす学生にインターンシップを実践して充実した学習の場を提供することを目的として教育学研究

科に設置されている次のインターンシップ科目を履修することができます。 

・ 学級経営インターンシップ（大学院）(家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践) 

・ 中等国語科インターンシップ 

 

【学級経営インターンシップの登録について】 

科目登録希望者は、Webでの科目登録だけでなく、以下の要件を満たす必要があります。 

①説明会への参加 

詳細はWebシラバスを参照してください。 

②前提条件 

原則として、以下の前提条件の両方を満たしていることが望ましい。 

1. 「人間理解基盤講座」の単位を修得済みまたは春学期に並行履修していること。（並行履修の場合は、

春学期に登録を行うこと）。 

一種免許状を取得していることが望ましい。 

【中等国語科インターンシップの登録について】 ※手続きの詳細は、MyWasedaを参照のこと。 

①科目登録方法 

科目登録はMyWsaedaでは行いません。3月の成績発表後、 MyWasedaや教職支援センターWebサイトで

お知らせ・配付する「中等国語科インターンシップ科目履修申請書」に必要事項を記入し、教育・総合科学

学術院事務所へ直接提出してください。その後、教員による面接を経て、登録を認めます。面接の結果、

登録が認められないこともあります。 

②前提条件 

以下１～２の条件をすべて満たす必要があります。 

1. 教育学研究科に在学中の学生であること。 

2. 卒業後、中学校・高等学校の国語科教員となる意志を明確に有していること。 

 

⚫ 大学院学生交流連合（早稲田大学・京都大学・慶應義塾大学・東京大学）派遣学生 

早稲田大学は京都大学、慶應義塾大学、東京大学との間で、大学院学生の交流に関する協定を締結し、博

士後期課程の研究指導を中心とした、大学院学生の派遣および受入れを２００８年より行っています。 

希望者は、申請書（派遣学生用）を教育学研究科HPよりをダウンロードし、所定の期間に教育学研究科事務

所へ提出してください。なお、受入大学の承認印等の手続きがありますので、早めに手続きを行ってください。 

 

以 上 


